
那珂川市の熱中症対策について
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－熱中症対策・健康会議－

（企業・団体様説明用資料 R6-R7）



熱中症対策・健康会議

近年の気候変動等による影響で、過酷な暑さが増すことで、熱中症によ

る死亡リスクが高まっているところです。特に高齢者や、乳幼児などの熱

中症弱者は、成人より熱中症のリスクが高く注意が必要となります。

自治体では、気候変動適応法により熱中症予防における普及啓発の取り

組みを強化していくことから、本市では「健康会議」を開催することにし

ました。健康会議では、行政に加え、賛同企業・団体と連携して、普及啓

発の取り組みを行ってまいります。

はじめに
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熱中症対策・健康会議

行政、企業、福祉団体などが連携して熱中症予防対策のための普及啓発活動を行う

【開催に至る経緯】

➢ 令和５年に気候変動適応法の改正により、クーリングシェルターの指定
や地域による熱中症予防のための普及啓発を強化

➢ 本市と大塚製薬㈱様との包括連携協定をもとに、熱中症予防対策にお
ける連携について協議を開始

健康会議の開催

熱中症予防対策の

ノウハウ・企業のネットワーク を活用
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熱中症対策・健康会議
本市の現状
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⚫ 地域の事業者や市民が熱中症に対する
理解を醸成し、主体的な熱中症予防行
動の促進

⚫ 高齢者や熱中症弱者の支援

現 状 目指す姿

⚫ 熱中症による搬送者数の増加

⚫ 屋内や屋外、仕事中や日中の生活時など、
様々な状況下で熱中症が発生

⚫ 熱中症による高齢者の死亡リスクが高い



熱中症対策・健康会議

➢ 高齢者を対象とした熱中症予防行動の効果的な情報発信

➢ 自立的予防行動が困難な熱中症弱者の支援

➢ 熱中症対策普及団体の指定・連携

（令和6年度地方公共団体における効果的な熱中症対策の推進に係るモデル事業の取組内容）

課題と取組み（例）
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熱中症対策・健康会議

➢ 市役所（健康課、環境課、その他取組みに応じて協力が必要な所属）

参加団体と役割

健康会議の支援、人材研修、啓発資材の提供

情報提供、人材研修

➢ 大塚製薬㈱

➢ 消防署

店舗、営業、イベントによる普及啓発

➢ 企業（ドラッグストア、スーパー、ホームセンター、生命保険会社など）

通いの場や訪問時による普及啓発、見回り

➢ 福祉団体（社会福祉協議会など）

健康会議の運営、体制整備、企画、連絡調整
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熱中症対策・健康会議

➢ 熱中症予防啓発資材の作成

➢ 作成したチラシ等による見守りの強化

➢ 市のイベントによる普及啓発

➢ 市民向けの講座

➢ 店頭での熱中症予防啓発、クーリングシェルターの設置

➢ 市民や職員の熱中症予防に関する研修

➢ その他

具体的取り組みの内容（例）
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熱中症対策・健康会議

那珂川市では熱中症による搬送者ゼロを目指して、熱中症予防の取り組

みを進めてまいります。地域における熱中症予防対策の普及啓発等に一緒

に取り組む企業・団体様を募集しております。

さいごに
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【問い合わせ先】

那珂川市健康福祉部 健康課（保健センター）

Tell 092-953-2211

Mail kenko@city-nakagawa.fukuoka.jp


